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Ⅰ　パキスタン経済発展の実績と開発構想
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Ⅱ　自立経済の達成をめぐる問題点
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-1_c_ I二六指仁詩11L C Ii際1r-;1こ主でには，長期計

11~j,H E l 主主／j~ さ j したにしても，タトi 副長！！/Jiぷイ正かん

(/) 11¥U:il: t 、 ィコi出1

~J 

：己：li二、 I l・B, r T 下，1ー‘ Jj_t （人 Jノケ

1 I/ : ,¥ C,J ：け－：，＼；＇：り i 二上ふイ－ト1Ji ；／）結 rr~公布SJ乙

に＇.11；寸｛二 r_i) f- ＇－「 II，－・－,' -I 'J ( r1ンHUH.t,

1（）刊行：1守J;Iiをに、 心ト［1-l；主：Hりif王干i，企

杓Jif'-／主L:in~長に Atニマ、ての総m·1-tぜ：む ii!長大にする

／円二灼：／）ド土＇fi、イJt t人 J乏DiJG'l ?f J]IJl1}J盛時己分を決定

寸みトゴ－じ －~：ふるけそ♂〉／とめ『；長ii力にけする i\llJ~，＇J

f壬件1：しごい‘！ザm:1t11の時間給知に；t;1片：＇－］をJjL、て

¥ －ゐだとげ j司い＿，）ゆる子；[l!jどは-1'1'f~ ノERーにするt

i'；レーご＼＇） {1 /_, ', 情）~（ ノ： J Jーノ【ノ－ '. L c:t:L~期i-n-

1111［；こタ －！ , _-/iてjij,, ',;t /1／（全保用LごL、と） ((/j、L，十II

/f_c'l比較は ｛1,tJ1'Gて、ふんうの j乏期計1rtiiでは．限界

輸入↑生l店Jでおさえて L、る機能合、このモ F •L- でi土，

自 ~＆収支LI.（詐効果カ；14ミたしている二とになる。す

江jI-;' 1zrレのVjつ孟Jミで！切1一！「さhる効持L土耳古1111L t:. こ

V、こどにiし市iiiI Li A~:: r土19約弓｛Fl二ff車J；上しな

とにたらO 純白ヰ；｛討t人恕iを士亡1切，JI丙とl七

( f, 1970年！にのiをcfでi土， ll i王倍l','1L CJ，り， ;ti’ 

[iflj期間中川111.Jザj；二投資企集ij1iることを勧i与して

L、，：， ＇しん、：， 11,'d-L芥cTJit I Ji: ~'. －，、う見i也からみ

れ；工、 1古｛－；5-;_f---Iニス制を考！友 L C ：，ふい点、Cii:l,：‘

期汁｜出［と｜ぃi]ltiiであり‘かりに， i任銀，u'Urt二工る1970

:r代後半におけるl口J期間における 4j）色ドル余のiri

初庁ーピス存Tl~ fラスするts_rパ：t，足盛期には24

倍、ドルにifi＇，、援助流入相を必要とすることにな

；）、たとえ、貿易改芳生産によ♂》て必要外貨が節

約r,J能でわ，／こ I二しごι，もし，こ ，！）＇！，兵：こ不5i：を
きたすなら：J，輸入は去のようには支J_ll；工止す，

投資，生！主iL縮小されることになろろ。そし －c,

二円引1;,Jt自!.I」傾が調達可能でん｝たとしても，必

ラ0

要総擬fl力流入額トt,if!：，銀のrt；計値を大幅に上回る
ことになり，「i立経済達成の目標はさらに述ざか

るこどは確実であるの

二、ずれ（－：＿せ上， k五己ぴ）百五分ilrt.Jq円らかにしてい

るこ 2は‘ iり60与え代の前半の経済構造＇ごラメーケ

ーからは，少なくとも，長期五十両方：対象としてい

る期間士でには，外出版肋は減少させ得るどこ 7》

か， j；り ＇（館内提(IIJ市－Ii十生成長率企科lrパーる／！こめ
には，区、＇HIとすることに／工りそうどというこ ξであ

るG

L,t己の分析例a，＇、ずれも，依 i：ち千ービス官民全

考慮に入れるならば， 1＼）的年までに援助依存から

脱却することい不！守能であるといろ結晶を示すt、

のでふるけどが，長期，[l-Tflij全も（；，In乙それぞれ

の分析モデルが，仮定した条件が慌たされノるなら

ば，ぃ－fiiも， ネ、y トの援助額を漸告をさせ符とsr;x: 

J1径路を＇，｛＿示して L、おこともまた共通してし、る付

したがって．次にiしこれらの 7 ケロ分析の時！

n-1・1 f本が検討主れなければならないであんう p

l_ J己の分析例にかぎらず、一椴lこキヤヅブ分析

にJ,t--5 ，，、て必要援助長U：算定する場合に，限界資

本向山比7干し限界輸入性向の二つのパラメーター

に土ってi；十測するj;'/1：、が広く用いられている。ハ

ラ」ーヲー肉体にit，一定の定義的条件に従うか

ぎりでは，ある限界内では有効な分析用具であろ

う。だがこれらのかj去を現実に応用する場合には

しば、しば，用具の理論的前提が無被されてしまう。

モデルの理論的諮問題にここで立ち入ることは避

けゐが，後述の関係で，とくに指摘しておかねば

ならないのは，投資の有効水準ゐでの利用と，限界

輸入性向の実測，および，輸入代替によるその｛！＼；

械の仮定金めくる諸問題である。ハロソド・ド－

J←担の生産関数iよ，少なくとも，資本を，生産

に必要な投入物と定義しなおさないかぎり，現実
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／＼わ適用は乞持しがたいであろう c しかし，発展

i全卜A諸問で；E資本以外ぴ）稀Fレi受入物につL、てit統

計的I二杷拐しがた＂＇ co しよごが..，て f [1 =; ケシ 1

L ♂>:l号台， イーマ下 ii・－，， ：ケイけン・ごE,_;c・/L.-にみ「〉

れるように、午広間数を侮lイEiじすることは避けて，

か；） ) ＼）に，長官if）士付加ヰ：に上｜伎をi改定することに

上 1てこの欠陥を －！J〆パー十る )J'(j、か昨日こ土 られ

るJ それは（貯1'Cl'(J前ヲ、としてλ完できふとしても

過去の［舌］,1：投資制と生産増加かん資本戸刊行係数を

計測する場 ｛；－に，過去の投資，＇） 1~ 効利用良二がi吟味

される二どたしに計測されゐ二とは大きな問題で

あろう。多くし＇）主出 IJ(刊では係官〈の安7主任はあまり

よくなし、こど市道示されてU、るが，一一般i二l;t' これ

も無？凡されてしまう。し、ずれも，統計的に，修正

し得る力法、7);ないためである，い，こ ！｝） ことl土， j峰

去（I）十トン ・7'.. 

つた士：＼；J什に；t‘ l口ヰノ y クL ！／に1_の前2勢片山：fど

もt，こむことになる。このJJtf-jに；.t.必、安十三資’存ii

た』j団大I二f在日十されることになんら p cl::／二 J ケ11

分析は，産業への投資配分に刊していあ上り名く

を語りかけてl上＜ J. l Ii」＼したがず s 亡、 二JifこすI¥

門日IJ分析が伴わないかさり，資源（！） ：ス配分か生

じてくるつし／こがハて，たと之、続l詩的に部門見lj

分析が不可能であずyたとし亡し，あたうるかさり

産業の実態企J巴隠し、資源のミス配分a避ければ、

ならな，.'0 後述するとこんから見れば，パキスケ

ン：汁画当局：.t，経済の実情の把握、 i直iE/I投資配

分につL、ては正当な傍力を払 1 ていなか・，tこ上う

である。

限界輸入内向については， ここでは，計測につ

レて，過去の輸入ft/~は必要輸人粧をかなり fr,,iっ

ており、したがって計iW!ff(，：は，設備の仔効利用を

保証する意味で、の必要輸入額，したが•）で‘：真の

限界輸入，！竺ド，Jを計JHljしてはいなL、点を間過してお

こう c 輸入代替化に上る限界輸入性向の低一下につ

いては，側今の商i'ゐについては問題がないとして

も、総体的には， i司内工業の発展につれて，限界

輸入性向が｛氏下している例は稀であるつ

このように町論的にも，実際医iでホ多くの問題

を方む7 ケロ・モデルに上る成長路線が強調され，

J 勺 11分析では予件とされ，！だ接には取扱われな

L、経済成長の質的側iJ元が1E'1'iな往古を11'われない

圭まに，開発戦略がjJi:めじれるな「パ.:f，当然なが

産業構造の著しい歪みが招来される結果とな

るであろう。

経済成長の質的側面とは，いし、かえるならば経

済の efficiencyと解してよし、であろう。以下で，

急速な成長のかげにびそむ経済の inefficiencyアに

mi fる分析資料を検討してみよう。

1'11Ir!liでラ投下資本のff効利用度に／川、てふれた

が、悦Y.1iじたの戸支備利用不l二／）し、ては， N・ イス

ノームの研究（【iれがある。第61ミにかかげた友は

！，司氏が II :i業械にわたど〉調査の結果全集約した

[ t1f五年によ3けゐ数字であるつ去に上れば司各i~f業

ぴl(lぽ60うらか、生産能力の／10%以下の操業率を示

L ・c，.‘ることがA＇かる。個別企業の低操業率肉体

rt v1;誌企業の inefficiencyを示すものと速断する

ことはできない。しかし表のごとく，集計された

産業全体の操業率のかくのごとき低水準は，投資

のミス配分が広範にff在するとみてよいであん

う。 f!I;操業：字iこは種々の：史問が作用しているであ

うう。すなわん，経営能力の不足，技術労働力の

不足，輸送の院路等々である。しかし，多くのサー

ベイ リポートは，輸入原材料の不足が，他の市I］約

iこも交して，多くの企業における操業率低下の主

斐必要肉であることを伝えてし‘る。このような低

操業卒のみをもってしても，その製品コストは制

/ljとhlJ、さらに産業連関効果を通じて，他産業

うE
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じり （白 仁 米 ;i ,5斗1,4'.;--

心w行） うオuralIslam，“仁什mparativc,ぐの辻、 Factoγ
I》γ引l川 rti川 l日andIndustrial Efficic,m、yin J>akis-
tan,'' The I'akist,uz 1 ）ι・elο／川II’ntRcriicw, Vul‘ 

VJ I‘K内日

第8表 丁会業主！，＇，，＇，の｛ 11日協の国際／nli快J!:

I 19.51～5:1 I山～(i() I 1%1,__,(,6 

(A) I 1 , 5611 Aリ） I .，什 iI Xl(l.fifii 

(B ¥ ' ] ,65〆L57i l 62 !8:l(I70) 

(CJ '.;' l fi l ,:-1:; ' ] ,56 

(11¥・ifr) :foral LL,m。“（、.omparative（：肘t,Factor 
I、rnp円rtiけnsand Inrlustγial Ffficen《V in Pakis 
tan.＇‘ The P,rkistan 1 )e・，’do／川 I円，tRcl'frw, V引l
¥'I I. 010 2 

C; lつ (A1:t何々のri'c業の［七）Jill立・F-1包f11(
けよ）；士十店主の＇； t1,',/1数に土と，iJUili: fl'./:l( 
(C）；土各Sc:業の1'（＇出品に主 ！iiJII長平均依
（ ）：吋l土吟itir/1:をのぞし、て算出したfi¥'i:

ヲ2

にも波及L, iii'：業合体の生産コストに影響するこ

ととな 7，う。

でlし これんの；.f：主V)1Ji'U1/1{11li11干しI)¥+:Jl?.1官立Lf子力｛上

どう℃あろう A、＂ N • 1ス｝ームの1,,J{iJT'先tこ、 二

江川＞（；業の製1'11',:-l:1¥l 1¥i'1 【Iに J 八、 C,11¥V山v> LJi,} i)(t 

11lli ~と， i ，~］干必／沖合人 iii'1JJCIF 官lli怖と比較した紡引

が発夫されてv、ど1，，：右7支；：上れは、むした J二て

い、i際競争力に乏しく，ふかにit，同種事：!i¥71の仁lF

伝li格の '.2ftf Jil. ［：のfrttit容を示しているものがある。

なお虚空きなこ土は、設立':'i主I］の喫M1価格しYγ,t;1J11'fiは

許容し得るとしても，操業率li年～：，：o年の企業群

（こ！主11,r;，競争力強化のきざしがないことであろり【

1,,J仁く， tr次＇，｝IJに：倍、体l’t'.Jな l-.;tL＼比率の変化を集；J

L亡いる u

第付表山；立iリ、一；ゐとこんは，＼Jj¥lh1競Lfけjか年次

を経るごとに低下してゆく傾向を示してL、る。 III

i涼競争力をu己♂）{illi tit J:-ヒで比較することには問題
が伐るどしても，主たその低下が先進諸国側の製

1'd,fiili陥の変化に上るものであるかは分らぬとして

ι 少んくとも、 lil対的低下の方向を判定Fるこ
］ゴlt できょうけ

このように操業率の思い，！ti際校争力の出L、仁

業を，タトPMかJJfこ上 J Jて、タト妊：的に拡張して，，、

t－仰が， ハヤスザン経清！4t］発の実情であ，，たので

あら。も i',7）ん，このよう，k断片1YJt.i..資料から、

企体としごのIMJ発路線び）11f 百を結論／ jけるこ ξi工

法断にすぎるであろうが， Lかしラーかにおし、て

'li f主が改苦されと：，f蚊｛長は見当た （，ず，価格ディス

トーシ二！ンカ1ますます拡大してゆく状態で，長期

にわたる多額の疑的供与はラ援助供与国としても

lnHえ得ると三んではなL、であんう。

二山上うな逃訟を過去にむし、 C11J能t：正 ，，しめた

のは，前述のようにラ多額の援助資金によるもの

であるがフ一方におし、ては，前述でエンケロージ
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第9表 1961/6 lにおけぷ｛f効l'｛議：手

国格型内生動際と咽国務晶：合：品F点開事『J恒総 － 産
｜名 目1 ム仁1
故 調税f十三

！（%）｜率

;1「 日；
l.行I;

事抗＼i6:: 215 : HO '.L¥5 
2. 食茶れ＇t',

用 47 489 
3. 14 ;iy -59 10 
4. 』刀 15(! 56 122 xx 
5.十日、人科i織杓 200 ,150 , 99 I 1リ

6襲 議I 91 I 66 58 f6 
7. 230 225 川 i127 
8. Iii刷製わ 28 22 18 
9 あけ心｜引｜骨4 1 64 
10. ＂ソチ 95I 62 27 I 10 
11. 7 弓スチ／ケ製用 10'; 236 71 K7 
立てポーソ n 1 60 ss I ,ts 
1:Lベン・製鉛 6L 155 :l4 71 
14.温気 104 :-l08 66 , H陥
15. i'I f，り 9:l 249 155】 257

純 均 91 149 55 ll7 

mi HJ' 
16. ＞ノュー｜ 織内 71) 46 76 日（｝

17. 糸製 9:l 7:l 30 
1時．

↓／ 村ノ｜' 
6l i 7:-l 時l 92 

19. ' ザ、’／ 61 ' 56 105 i 85 
20.コ ム 製 " 41 153 22 122 [,d 

21.肥料l 。I 15 117 
22ーベイント・ワニスl 49 102 17 72 
23. :r: 

学油 薬製 :-u i 81 11 ＇，てに" '1, 
24. I, " 49 ',' 1'1.1 57 107 
25.紙 製 111111 77 I 94 58 79 

i屯 .I: J i 5l HO :l6 戸i': 

ォミ資財・ l¥l鉄1連財金
26.非 脂製品l :-ig 円d円I 

27. iザメシト｜ 69 75 27 :-ig 

it; F気U17 66 1 付与i

66 I 95 76 I I:! 
rn 自9 9 78 

31.、ノ 85 60 9:-l 5'-1 
:-J2. Ill メL 機 fr¥: 22 60 15 47 

全）手 ij＼純 純 均均準 ｜ 7'2 114 
中 66 81 

（出所） :-,_ R. Lewis and S. E. (;uisinger，“M白山幽

uring Protr,ction in a D昔、＇dopingC11untry. 

The Case of Pakistan，” The Journal of Poli-

tic<1l Eco肋mzy,Vol. 76, N朴 Ii,p. 1178. 

（注〉総合保持おは輸人数量市！JI坂，輸入ごyfセLペ

等の政策による保護率を加算したもの。

ャー型と指摘したように，政府の手厚い産業保護

政策仁よるもの？あ r》よ二。

為替政策でみるならば，パキスタン・ yレピーは

過去仁-i5，.，、て幾度か平伝ii切下げの危機に見舞；j）れ

たのであるが，そのたびに，パキスタンの輸出商

品の供給，および先進国における需要の価格非弾

力性や，累積債務にJ〕いての顧恵から，切下げは

見送られてきた。そのかわりに，関税障壁のほか

に19初年代iこおU‘ては3 輸入の直絞統制の強化，

1960年代におU、ては，ボーナスボーチャー（Bo山 S

Voudier）制による実Y白上の二重為替市1］度で，／レピ

ーの過大評価による国際価格とのディストーショ

ンをのりさすてきたのである。輸入資本財の割安

な国内filh格，政府による抵手｜！の資金貸付，硯制上

の特典，輸出報償制による実質上の斗重為替制に

よる輸出の拡大，これらの政策が，総合的に非能

率な産業の維持拡大を支えてきたのであった。

i二日じのN. （ スラームの分析のll かに， IJ~内製

品価格と悶際価格の背離状況と，関税，その他の

政策による1>ic'業全体J）保護手を研究したものに，

S. R. Lewisと S.E. Guisingerによる研究があ

る。結果は，第9表に示す二とくとなっている。

国際価格と国内価格との比較値は前掲の N• イス

ラームの計書UJ値とは産業別には厳也てには照応しな

L、けれども，差異は一りンプ／し商品の選択によるも

のであり，だいたいの範囲は一致しているとみて

よし、とあろう。総合保護率の算出は論文にお＂、て

明らかではないが，各企業にとっては，これらの

保護ω；王か，投資期におけるltl安の輸入資本員jの

入F，さらに数年にわたる税制上の減免を享受す

ることができるわ付であるり

しかし， 1960年代にはいって，園内需要を背景

としに消費財工業を中心とする単純な輸入代替産

業への投資機会が減少し，輸入代替が中間財，資

本財産業へと進められるにつれて非効率な工業化

は，もはや， J{'iなる保護政策によっ亡糊塗し得る

状態ではなくなりつつあったと観察し得る。第3

次5カ年計雨期間中には，力シミ －！レをめぐる印

ラ3
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土に11Ji'ltごあ JPたが，その結果，現／!Jし！： Iて業部門

l 土 k~巨ネ1し i1J際税争力のft/;.tt/ごLく（NH五なれ

C；初；I：.が，ごのよ ：－， な不治i)J)Fド態/J，生仁／（

：！て主計＼jllj

も乃花；ポが［JJ[?fa競争力（/J{Jc¥ i、と L、行／I；でしか？』なわ

れない＇：：： j iL ば，（防護政策のW，脳的強化~：':J:アl'ri'(J

’，／；乙1）、、 h、九＼二、

カミサたとしてι、前節で述べ／之上ろに，

7)1.キレートレ＇）絶え三らつ ir，「にtn,,主ィ＇.，Id号九ーい
r;1.11位、政策の変検をj)'_i

［；ニぜよ‘ l¥l_＇（：：二 iL' 

二Ei上日Jjじん‘で tいる点、じ、

てび）！、う／（工業部門のw持j京大力、＼
5兵士官 Jるタト111Jおむと， Iii際f11iif't)と！五111、Jf1lii協の γ、f

ζ トーシ｝ンの ｛， とで11二な;t,}.LてきfこUγCあるQ

[, Jう、し‘外｜仁H愛iリ＇JI}）相対的減ノJ＇と， lJiM/Uの相対的

,nて、あ J ' f二。

投資＂I11hi 1ピ

c,). したことに点）人「）

Jお:-3t:>: fjカ年Cl十[_Ul［＇土 l（泌がFi二王

H
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ノfトiをNW-1r/1t,,大幅に変更し、 i'i:＇よfkl iゑを，

：~ミ－？A,/f／＇：折、大；てN：、大（iJな、 I •J li'i I片付fH.ι1,'iji'r'.J ／；ラ

必、咲輸入最と実現可能な輸入ほとぷ延けいti~み f.l:,資する産業；二限定 L，既｛，：ぷ（1;;jVi千ljljj，江川，＇， 1I j二

cl) ＼二 γF fをますます、拡大させる傾向をおびてき

・） 〆〉あず PJと。

ひさず ）' ）く， iリ・，o／凡；le/it

よけの；，;j'~ 4 ；欠尽力年＂十 1il1iでれ，高：； iう；nhilii,'｝（！年11-:

路線を踏現 LC成長＞f諸fH 1;~'.( :tjJI: I iにjj与えけ‘

!5§ )Jつ下るこ＇： .'::: t, '' fこ

ハーIスVンのllfl発，，十両iにおし、てはあま

り，[l;:J!，されてこなカ‘った。工業！？日発の質的{l¥lJrliし

すれわ九，操業率，製品の価格競争力，産業保護の

！支合を示す分析を紹介して，所~iiil の裏ふけとした。

Pざiこ，

もむろん， L、わゆる“OverIndustrialirntion” 

のU1；；正としてl士、提示した資料はあまりに断片的

に1ざるし，“OverIndustrialization”を理論的

に主義づけたうえで，断片的資料を整理して所；託

i!:'.展開しなければならなし、であろう。政J{,fv＞諸政

および産業相←互開の価格デ策， l由民自内tillの，

fミトーションの推移，過大評価の為替率，企業

それらと工業化のメカ二ズムとの結手I］拘の推ft,

しかし，紹

ノミ守スタンにおける工業化の既述のごとき実態的

および断片的な個々の情報からでも

びつき点、明らかにされj」ばならない。

介した資料，

(i :: l ) ；ー λ；t(a) '.¥LA【1isurRahman，“：＇＼ ot出

社nιl七Onlllll'l1tメ thePakistえ11Peγ人μectivじPlan,"The 
Pakistan Dcvclu1りmentRcv;ew, Vol白 VII, /1utumn 

1%7. (hi L B. R I)、J,;xtcrnalAss1.,tan日 Fυlicytυ－ 

wa,ds Palc1stan (l：’npuhlishecl, 1')70). (c) L''.¥ICTA! >, 

'J .radc Prwj){'Cl：、andCupital Ne,・d o{ I>cvdoj>ing 
（’ountries. '.d I H. B. Ch目1eryanJ 人民Iad~，札口｝，

"Optimal P,・ttc,rns内f( ;n,wth and ;¥iJ” 

(ii: 2) ¥L入nisur Rahm山 i，“：＼ote,and Com 

ment沿 the}'akistan Perspective Plan," Thど Pakistan

Development R,,vicw, Vol. V[l, Autumn 1967. 

Ci i～；.-l) I. 1¥. R D., lo rternal As1is1twu, j》olicy

tοwards l',d,i吋，rn1:Llnpublislwd,, El71l 

(il: ,1〕 J¥:u口tiIslam, ・' Comparative ( :ust, Factor 

l'rnportion河川1dI【H]U討trialEfii仁encyin Paki北江口，”

’The Pahst川 zTJ,"vclofm,cnt Rc,•ie,,•, ¥T‘’L vrr, :"1什
つ

ヲ4
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どの工・：，な戦時転、隣が必要：と illるであろう J九

これ生でJ)1ヰ！発，；t-nki-c，上『 仁主化にJ川7こ〉て、

士♂I'i'.ti'J'.j j[li] lfl[ /Jヘ 1I~ 九 t,: fl[要汀：そ Ij.之島，'A、す、 11)'.

'('i_j翌t尺ん，？＇.王切に， 1fc.l＇たことがと lt'i1出されれ；Uc

「，ic1，、でふん－， , 11',l 4t 日、：l己f＇，：と，［，，＇.ti＇，人 （γ ，fが

i/i];{gどミjI.：，，＼、 'ji) i t，〆i三（1五と L，；ぷ）｝主主 （！） J＼~）J

不を111:大主 「てゆu！，よいことは、 lリjらかであ
ミム， したJうl yて， iii\ ＇~とのjド~1J ♂字、を 1,t二，－， Lた嘆1r1

に／コいての1分な分iJ1土『 そIL,-, ~行事： lflt,二除去「

石川，＇，］で V)[¥ijモ，，l・l':1j／＇ゐ7必仁主＇ l;l：工，＇.；＿九／仁、＼

のためには、産業構造を2、速に変革する過程ト二， ) 

L、ての多くの研究の立オ良が必要となるであろう。

少なくとも，これまで，ノ4キスタンの経済，Ji唖！の

官－ ~ILみをなしてし、た、 I-S ギ γ ヴ，i＇ないLi土， 1山i

LU人Uγ ソーノ＇5HJi色： づlj)j止め ctγ ,, P企M：少に

-jる－／＇＇Iιiケト Jりされが，，l111q ＜｝）中心i二むかjL;/l 

fr :':i: 心／.（＇， 、であんう U そl11]!1;Jーに， rif｛三業のfli:能不に

-) ＇，、亡の Mr/,'f;/J5i1Jr，二 IJ;,; ~、て， f/rj少要素（／）U＼給

WI大/J~，十日極的 i 二 μ十［rlii1ヒさ j Lねばな （，なL、であろ

’｝。

C 1；正ii',i，比j亡，Jd,',-;';1'.) 
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